


予

艮期総合計画の昌本情想と
　　予算の９り振り
　　　　　　　　（単位干円〕

（活 ・活西憧）違殴
　　に向けたまちづくり

硯圓を築く暮昭づくり

遣改良工箏１６７，０８８

遣農水路工事４６，５８５

　川工事５２，９２３

下水遣整備１０３，４０４

　　　　　（特別会酎〕

町

農
河

上

「
．
り

よ
づ

　　廼鰻
２１ ．１９１

１０．１６３

４． ２４１

５． ７００

２． ５００

４， ４８４

農　　　業　　　寅

林　　　業　　　費

商工業振輿費
商工会補助金
織物工業協同組合補助金

観　　　光　　　費

宰
回
．
．

■
●
’

５３．６４０

１９．３３８

　　９１１

こみ収集運搬処理費

し　尿　処理　費
ハエ ・蚊一斉消竃
富±五湖広域行政事務組合消防費負担金

防　災　対　策　費

消防施設整備費
交通安全対策費

６５．５０７

７． ８３５

２９．４３０

６， ９６０

７

乎
戊
ス
年
座
予
算
に
つ
い
て

　
平
成
八
年
度
予
算
が
定
例
町
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
を

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
十
七
億
二

千
五
百
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
て
約

一
五
－
七
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
景
気
の
回
復
も
徐
々
に
上
向
き
に

向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
当
町
を
取
り

巻
く
財
政
状
況
は
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
健
康
と
生
き
が
い
の
ま
ち
西
桂
・

「
活
・
活
西
桂
」
の
建
設
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

基
盤
づ
く
り
、
環
境
整
備
、
福
祉
の

充
実
を
重
点
に
予
算
計
上
致
し
ま
し

た
。

　
主
な
事
業
は
、
中
学
校
前
線
の
拡

幅
改
良
工
事
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
購
入
、
防
犯
灯
設
置
工
事
や
各
地

区
要
望
を
含
む
道
水
路
等
の
整
備
、

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運

営
、
生
涯
学
習
事
業
な
ど
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

語収入２．Ｏ％

使用料及び
苧数料２．７％

分担金及び
負担金２．８％

県支出金３．２％

国庫支出金

　　４．３％

寄付金１ ．７％

欄金１ ．２％

　利子割交付

その他ｏ

方交付税
４０．３％

入町０４．６％
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・
－
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一
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金

　
入

　
靱

呵税２２．４％



冨　予　算

健康でやすらぎのある

　　　　　福祉づくり

いきいき健康福祉センター運営費

各　種　検　診　費
乳児検診 、予防注射費

在宅当蓄医運営費
家　庭　奉　仕　員　費

敬　　老　　年　　金

身体直冒者福祉手当
老人ホーム措口賓助成事業

みんなで支える地域福祉費

老　人　保　健　事　業

出　生　祝　い　金
寝たきり 、痴呆性老人介竈慰労金

３２．３００

１１ ．４０１

４．７３５

　４３５

２． ９５６

２． ７３５

５． ８８０

１５．９３６

４． ３３６

１２．８０７

　７００

　４００

明るく創造性のある

　　　　　　人づくり

学　校　教　育　實

社　会　敦　育　費

更跡文化財調査保竈費

唖　誌　編　さ　ん　費

社　会　体　育　費
青　少　年　対　策　費

保　　育　　所　　費

６９．４４０

４． ６１６

４． １９４

１５．７７３

１７．４０９

１． ４８３

８７，３０１

快遭で安全な住みよい

　　　　　　環境づくり

公　　　園　　　實
部市計画マスタープラン作成委託料

広　　　郁　　　費

地　籍　調　査　費

ふるさと夏祭り
三ツ峠歩け歩１サ運動

高山良策展補助金

３０．６２５

１． ５００

３． ３４６

３． ６６６

３． ５００

　４９５

２， ０００

特別会計
目民優竈保険特別会叶

口箏水道特別会計

老人保健法特別会叶

．…；ツ ｝グリーンセンタ　ー簑特別会肚

　　　別会甘

２億８，６１４万６千円…

６，４２４万３千円

２億３，５８０万４千円
１Ｔ

１竈５，７靱

　　　　　９会，２．２％

　　　　　　　商工，１ ．Ｏ％
口林水匿業，４８％

　　　　　　　　その他Ｏ．１％

…肖防，６．４％

公Ｏ，７．７％

衝生，９．Ｏ％

教育竈１２０％

民生，１６．５％

総務費２０．７％

土木竈１９．６％



ホットフォトニュース

「
西
桂
町
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階

建
で
建
築
面
積
一
一
四
三
・
八
二
呈
ｍ

一
階
デ
イ
サ
ｉ
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
二

階
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
り
総
事
業

費
三
九
四
、
五
九
五
千
円
で
本
年
三

月
二
十
七
日
］
に
、
完
成
い
た
し
ま
し

た
。

　
四
月
十
二
日
県
関
係
著
、
近
隣
市

町
村
長
、
町
内
各
種
団
体
役
員
等
の

皆
様
の
御
臨
席
の
も
と
に
竣
工
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
後
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

て
健
康
と
福
祉
の
増
進
が
図
ら
れ
、

幅
広
い
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
建

設
に
あ
た
り
、
関
係
各
位
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
西
桂
町
消
防
団
幹
部
が
四
月
一
目

任
期
満
了
に
よ
り
新
幹
部
が
選
任
さ

れ
、
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
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行政改革

　
行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
大
綱
は
、
行
政
改
革

推
進
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
行
政

改
革
推
進
本
部
が
策
定
し
た
も
の
で

す
。第

一
　
行
政
改
革
の
必
要
性

　
現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方
分

権
や
規
制
緩
和
の
推
進
、
特
殊
法
人

等
の
改
革
・
合
理
化
な
ど
、
ま
た
県

に
お
い
て
も
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
必
要

性
か
ら
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
町
に
お
い
て
も
、
大
き
く
変

ろ
う
と
し
て
い
る
時
代
に
対
応
し
、

活
き
活
き
と
し
た
地
域
社
会
を
形
成

す
る
た
め
に
行
政
の
整
備
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
改
善
を
要
す
る

大
小
様
々
な
課
題
を
と
り
あ
げ
、
指

針
と
な
る
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
定

め
る
必
要
が
あ
り
、
も
っ
て
住
民
本

位
の
行
政
改
革
を
推
進
し
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
活
気
が
生
ま
れ
活
力
に
満

ち
た
町
を
形
成
す
る
た
め
の
基
盤
整

備
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
一

行
政
改
革
の
墓
本
的
な
考
え

方基
本
方
針
　
　
「
町
民
の
立
場

二
、

三
、

に
立
っ
た
町
民
本
位
の
行
政

改
革
」

基
本
姿
勢
　
　
「
自
主
的
に
不

断
の
改
革
と
し
て
取
り
縄
む
」

推
進
期
間
　
「
平
成
八
年
度

を
初
年
度
と
す
る
五
年
間
」

第
一
一
一
行
政
改
革
の
具
体
的
な
方
策

人
間
的
部
門
　
　
「
職
員
と
し
て
の
自

覚
と
向
上
を
求
め
て
」

■
職
員
の
意
識
改
董
と
研
修
の
充
実

　
　
報
告
・
連
絡
・
相
談
が
展
開
で

　
き
る
体
制
の
整
備
と
職
員
の
資
質

　
向
上
を
計
る
た
め
に
、
上
部
機
関

行政改童推進委員会会長山崎　誠氏より行政改童本部長である

町長へ大綱の答申がなされました 。（３月２６目）

等
へ
の
研
修
会
へ
の
参
加
。

■
効
果
的
な
織
員
管
理
の
遂
行

　
　
各
職
員
が
現
在
取
り
組
ん
で
い

　
る
職
務
状
況
を
把
握
す
る
た
め
送

　
付
さ
れ
た
文
書
収
受
等
の
在
り
方

を
見
直
し
、
更
に
、
各
担
当
ご
と
に

隼
中
業
務
計
画
を
策
定
す
る
。

■
定
員
管
理
の
適
正
化
の
推
進

　
　
西
桂
町
定
員
管
理
適
正
化
計
画

　
を
推
進
す
る
。

■
組
織
機
構
の
見
直
し

　
　
組
織
の
再
編
を
検
討
す
る
。
主

　
に
「
住
民
の
健
康
管
理
を
含
め
た

　
福
祉
全
般
の
一
元
化
」
、
「
上
下
水

　
道
事
業
の
体
制
強
化
」
、
「
企
画
財

　
政
の
機
能
強
化
」
、
「
産
業
観
光
体

　
制
の
充
実
強
化
」
を
中
心
に
検
討

　
す
る
。

概
械
的
部
門
　
　
「
効
率
化
を
図
る
必

須
の
手
段
と
し
て
」

■
Ｏ
Ａ
化
の
推
進

　
　
事
業
費
・
事
業
効
果
・
推
進

　
手
順
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
を
策
定

　
し
て
推
進
す
る
。

実
務
的
都
門

の
た
め
に
」

コ
塊
仙
仏
か
ら
の
飛
躍

■
事
務
事
業
の
廃
止
、
合
理
化

　
　
既
存
事
業
を
取
り
ま
と
め
て
事

　
業
効
果
を
再
点
検
し
、
行
政
が
行

　
う
も
の
か
、
あ
る
い
は
住
民
の
責

　
任
に
お
い
て
行
う
も
の
か
を
整
理

　
し
て
検
討
を
加
え
る
。

　
　
一
事
業
の
目
的
を
把
握
し
、
で

　
き
る
限
り
可
能
な
も
の
は
整
理
統

　
合
を
行
う
。

■
窓
口
事
務
の
簡
便
化

　
　
住
民
の
立
場
か
ら
窓
口
に
お
け

　
る
不
合
理
な
事
務
の
洗
い
出
し
を

　
行
い
改
善
を
加
え
る
。

　
　
住
民
対
応
業
務
に
つ
い
て
は
、

　
職
員
不
在
に
よ
る
先
送
り
対
応
と

　
な
ら
ぬ
よ
う
チ
ｉ
ム
編
成
を
検
討

　
す
る
。

■
行
政
手
続
き
の
整
備

　
　
町
の
権
限
に
属
す
る
許
認
可
等

　
の
審
査
基
準
・
処
理
期
間
・
不
利

　
益
処
分
の
基
準
を
示
し
、
関
係
者

　
に
公
開
で
き
る
よ
う
整
備
を
図

　
る
。

■
民
間
委
託
の
推
進

　
　
他
の
行
政
機
関
の
民
間
委
託
状

　
況
と
町
の
実
態
と
を
照
合
す
る
な

　
か
で
委
託
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も

　
の
の
状
況
・
理
由
等
を
調
査
し
、

　
委
託
す
べ
き
業
務
の
推
進
を
図

　
る
。

■
補
助
金
の
整
理
・
合
理
化

　
　
補
助
金
交
付
実
態
を
取
り
ま
と

　
め
、
交
付
団
体
の
意
見
を
中
心
に

　
補
助
効
果
の
判
定
を
行
い
、
修
了

　
す
べ
き
補
助
金
を
特
定
す
る
。

　
　
新
規
の
補
助
金
創
設
に
つ
い
て

　
は
、
必
ず
終
期
の
設
定
を
設
け
る
。



保健衛生だより　　 ６

　人々とのふれあい、自然や歴史との対話、心と身

体の健康づくりのために今年度も歩こう会を三回計

画しました。多数のご参加をお待ちしております 。

　・ 持ち物　弁当 、水筒、雨具
　・ 参加希望者は５月１７日までにいきいき健康福

祉センター 保健衛生（２５－４０００）にお申し込みく

ださい 。

なお 、健康のため 、歩こう会に参加するために日頃

より歩くことをおすすめいたします 。

目　程 靱　　所 竈合蜴所 集合出発

１回 ５月２刑別 山中湖方薗 い訊１き傲福肚ンター 午前９時

２回 朋棚側 夫石秦醐ら馳し いきいき甑福他ンター 午前９時

３回 ９月佃水〕 鎌む 三ツ峠駅前 午前８時

　　　　健康と東洋医学教室
　東洋医学では古くから病気の治療法と同時に病気の

予防のために大変な知恵をしぼり長い経験や工夫を重

ねて健康法をつくり上げてきました 。

　東洋医学の魅力は健康増進はもちろんのこと成人病

から腰痛 ・肩こり ・冷え性 ・風邪 ・ストレスまで幅広

い効果があります。そしてだれでも手軽に実行できま
す。 ひとつでも何か自分にあった健康法を見つけだし

ていただくために下記日程で教室を開催します。参加

加

講師　河野治療院　河野修二先生

目　程 場　所 内　　　容

５月１５目

午後５川６時 西桂町いきいき
体のゆがみが健康を害する

６月１９目 健康福祉センター 筋肉のこりをほぐし血行を

午後５～６時 二階 よくする指圧

７月１ア目 機能副１１練室

午後５Ｈ６時
湊方はこんな時に

飢．． 月．． 聞．
、

　婦人のがん（子官がん、乳がん）を年１回の検診で、早期発
見、 早期治療で予防しましょう 。

　まだ一度も検診を受けたことのない女性（３０歳以上）の人
は、 この機会に検診を受けましょう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申し込み〕

申し込み時期

５月 ・１１月

強田月聞

申し込み方法
西桂町いきいき僅康福社センター憲口で受付けています

。

曼育会のカが各家塵をうか帆、申し込みを受吋ます。菱育会のな

い地壕は酉撞町いきいき福祉センター憲口へ申し込んでく走さい
。

朗’町
２（杓１ 健康相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

ブ｛畑 ポリオ予防接朽 いきいき健康福祉センター 受付鴇１時～１時１５分

９．、（拘 母子相談 いきいき僅康福祉センター 午前９時～１２時

’畑
、・

（殉＝ 機能訓練 いきいき倶康福祉センター 午後１時３０～

１才６ヶ月健診 いきいき健康福祉センター 午後１時３０～ Ｈ６ ．９～１１生

枠１鋤 三種混合予防接種 いきいき健康福祉センター 受付午後１時～１時１５分

’車榊 健康と東洋医学 いきいき倶康福祉センター 午後５時川６時
’１．

６．伽 健康相談 い音いき健康福祉センター 午前９時～１２時

晦的 母子相談 いぎいき健康福祉セ＝’ター 午後９時～１２時

機能日１１練 いきいき健康福祉センター 午後１時３０分～

諏ゆ 歩こう会 山中湖方面 午前９時出発

’喪佃１ 乳児健診 いきいぎ健康福祉センター 午後１時３０分… Ｈ７ ．７ ・１０月生　Ｈ８．１月生

＝筆く紬 ポリオ予防接種 いぎいき健康福祉センター 鮒午後１時～１帥分

的＝的 健康相談 いきいき健慶福祉センター 午前９時～１２時

表表
がを平
届配成
か布八
ない年
いた度
世し保
帯ま健
はし衛
’た生
いが年
き　 ’閻

い予予
き定定

○健
○康
〕福
に祉
ごセ
運ン
絡タ
く　１

だ（
さ二
い五
。１

　四
　〇

保

健

衛

生

だ

よ

り



住民課
　
学
校
を
卒
業
し
会
社
な
ど
に
就
職

す
れ
ば
、
会
社
な
ど
が
適
用
し
て
い

る
健
康
保
険
＾
政
府
管
掌
健
康
保
険
、

健
康
保
険
組
合
、
公
務
員
等
共
済
組

合
等
）
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

逆
に
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
継

続
し
て
退
職
前
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
（
任
意
継
続
）
、
退

職
後
直
ち
に
被
用
者
保
険
を
適
用
し

て
い
る
他
の
会
社
な
ど
に
就
職
し
た

場
合
を
除
い
て
、
国
保
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
脱
退
の
場

合
Ｈ
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
証
・
国

民
健
康
保
険
証
・
印
鑑
　
加
入
の
場

合
”
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
喪
失
証

明
書
国
民
健
康
保
険
証
（
既
に
家
族

が
国
保
加
入
し
て
い
る
場
合
の

み
）
・
印
鑑

　
眉
寸
出
ま

　
十
四
日
以
内
に

　
い
つ
ま
で
も
届
け
出
を
し
な
い
で

い
ま
す
と
、
国
保
の
保
険
料
（
税
）

と
社
保
な
ど
の
保
険
料
と
の
二
重
払

い
を
し
た
り
、
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
た
め
、
医
療
費
を
通
常
の

保
険
適
用
の
二
倍
の
金
額
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
資
格
を
取

得
す
る
場
合
、
届
け
出
が
犬
変
遅
い

と
、
前
の
年
度
の
分
も
一
度
に
課
税

さ
れ
、
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
な

ど
不
利
な
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
届
け
出
は

十
四
日
以
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

属
け
出
先

　
　
住
民
課
窓
口
係

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）

か
ら
傷
害
を
う
け
、
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
た
場
合
、
国
保
で
治
療
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
か
か
っ
た
医
療
費
は
加

害
者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

国
保
が
一
時
立
て
替
え
を
し
て
、
あ

と
で
加
害
者
に
そ
の
立
て
替
え
分
を

請
求
し
ま
す
。

　
事
故
が
お
き
た
こ
と
を
国
保
が
知

ら
な
い
で
い
る
と
、
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
治
療
費
を
国
保
が
負
担
す
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
事
故
に
あ
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
先

　
　
住
民
課
国
保
係

　
五
月
三
十
一
日
は

１
」
で
す
。

「
世
界
禁
煙
デ

一
■
●

日　時：毎月第２ ・４木曜日　ＡＭ９：ＯＯ～１２：００

内　容：・ 母子健康手帳の交付および妊婦相談

　　　　 ・乳幼児の相談

場　所：いきいき健康福祉センター

　※母子健康手帳交付について

　　　指定日に来所できない場合は、事前にご違絡

　　　ください
。

　　 ’＝ 医庸葦１１一 ▲・ 　…

　４月１日より「乳児医療費」が「乳幼児医療費」

となります
。

今までの対象は、「１歳の誕生月の末目まで」でした
が、 「３歳の誕生月の末日まで」と変更になります

。

ただし 、平成８年４月１日以降の医療費について適

用します
。

申請は 、いきいき健康福祉センターまで、申請方法

は華来どおりです
。

、※乳幼児健診 ・予防接種等でセンター来所の際、申

　講すると便利です
。

　
こ
の
日
は
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
に
よ
っ
て
「
喫
煙
し
な
い
こ

と
が
一
般
的
な
社
会
習
慣
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
平
成
元
年
に
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
厚
生
省
で
は
、
世
界
禁

煙
デ
ー
の
五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月

六
日
の
一
週
間
を
「
禁
煙
週
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　
喫
煙
は
、
が
ん
や
動
脈
硬
化
、
心

臓
病
な
ど
の
成
人
病
の
危
険
因
子
で

あ
り
、
喫
煙
者
だ
け
で
な
く
、
周
り

の
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
の
健
康
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
喫
煙
し
て
い
る
人
は
、
禁
煙
タ

イ
ム
や
喫
煙
場
所
を
守
る
な
ど
の
健

康
管
理
と
マ
ナ
ー
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
時
代
の
担
い
手
で

あ
る
、
未
成
年
者
の
喫
煙
の
防
止
、

喫
煙
の
習
憤
化
を
防
ぐ
こ
と
も
重
要

な
課
題
で
す
。

　
山
梨
県
で
は
、
こ
の
禁
煙
対
策
を

含
め
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く

り
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
日
常

生
活
の
中
か
ら
体
に
良
い
こ
と
を

「
気
軽
に
」
、
「
で
き
る
こ
と
か
ら
実

行
し
」
、
「
長
続
き
」
さ
せ
て
、
健
康

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
と

い
う
運
動
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
に
、
家
庭
や

職
場
で
禁
煙
、
節
煙
、
分
煙
を
呼
び

掛
け
合
い
な
が
ら
、
と
も
に
健
康
で

快
適
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

自
治
宝
く
じ
に
よ
ひ

機
能
訓
繍
器
具
購
入

　
「
西
桂
町
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
で
使
用
す
る
機
能
訓
練
器

具
を
平
成
七
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
り
購
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ｉ
が

全
国
自
治
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
助
成
し
た
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。



お知らせ

　
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
「
は
か

り
」
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
八
年
五
月
八
目
（
水
）

　
　
　
午
前
十
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
ま
で

場
　
所
　
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

　
取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る

「
は
か
り
」
は
、
す
べ
て
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
所

定
の
日
時
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

一
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
手
数
料
は
、
山
梨
県
収
入
証
紙

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
一
、
電
気
式
は
か
り
は
、
計
量
士
が

　
巡
回
し
ま
す
。

四
、
一
ト
ン
以
上
の
大
型
は
か
り
は
、

設
置
場
所
で
受
検
す
る
手
続
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は
、
役
場
振
興
課
産
業
係

　
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
五
－
二
二
二
）

ま
た
は
、
県
計
量
検
定
所

＾
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
二
－
三
七
－
六
二
四
一
）

「
■
－
１
１
１
１
１
■
１
■
■
■
■
■
■
１

■■■■■■■■■■■■－■■■■■■－－－－－ｒ
ｌ

特定計量器定期検査手数料及び特定計量器一覧

種類 ・ひょう量又は感量の比

指

示

は

か

り

○直線目盛のみ

（２）直線目盛以外の目盛があるもの

　　１００ｋｇ以下のもの

　２５０ｋｇ　　 ・

　５００ｋｇ　　 ・

＠手動指示併用はかり

手数料
　（円〕

２５０

５００

８５０

１， ５００

５００

０指示はかり
＝直線目盛のみのあるもの〕

＠手動指示併用はかり

＝直練目盛の凍のあるもの〕

＠指示はかり
　値線目盛以外の
　目盛があるもの〕

晦
魯

■
■
１
１
１
■
１
■
■
１
１
１
■
■
１
１
１
■
１
１
１
■
１
１
１
．
」

　
　
　
収
集
場
所
（
役
場
）
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
五
月
一
目
（
水
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
午
前
十
一
時
四
十
分
：
十
一
時
五
十
分
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
五
月
十
五
日
＾
水
一
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
午
後
一
時
三
十
分
－
一
時
四
十
五
分
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
五
月
二
十
九
目
（
水
〕
　
　
　
　
　
　
一

　
　
午
前
十
一
時
五
十
分
－
十
二
時
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

－
１
１
■
■
■
■
－
■
■
■
－
■
■
１
１
■
■
■
１
■
■
１
１
■
■
■
Ｌ

亟邑
魯
＠棒はかり
０定量おもり

＠等比皿手動はかり

¢不等比皿手動はか的

５００

１， １００

５００

８５０

１， ５００

■

＠台手動はかり

０５２＠棒はかり

（蔓）手動天びん

　１０，０００分の１以上のもの

　１０，ＯＯＯ分の１未満のもの

＠等比皿手動はかり ００５

００５¢不等比皿手動はかり

＠台手動はかり

　１ＯＯｋｇ以下のもの

　２５０ｋｇ　　 ・

　５００ｋｇ　　 ・

＠分　　　銅（１個につき） １０

１０〃０定量おもり１

０定量増おもり　（　　 〃　　〕

＠分　　銅 ０定量増おもり

１０

＠
（注）ひょう量とは 、そのはかりではかることのできる最大の量です

。

家
内
労
働
旬
間
は
五
月
二
十
一
日
壬
五
月
＝
一
十
一
日
で
す
。

　
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上
と
、
生
活
の
安
定
を
一
層
促
進
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
家
内
労
働
旬
間
が
家
内
労
働
法
が
制
定
さ
れ
た

五
月
を
記
念
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
き
ち
ん
と
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し

　
よ
、
つ
ｏ

◇
　
工
賃
の
支
払
は
現
金
で
全
額
を
一
ヵ
月
以
内
に
受
け
ま
し
さ
ユ

◇
　
機
械
器
具
・
原
材
料
や
、
ガ
ス
・
蒸
気
・
粉
じ
ん
等
に
よ
る
危
害
を

　
防
止
し
ま
し
よ
う
。

◇
　
「
簡
単
な
作
業
（
内
職
〕
で
高
収
入
」
な
ど
、
う
ま
す
ぎ
る
話
に
は
、

　
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
を
。

◇
　
工
賃
や
ト
ラ
ブ
ル
の
ご
相
談
、
お
問
合
せ
は
次
へ

　
　
　
　
山
梨
労
働
基
準
局
賃
金
課
　
〇
五
五
二
－
五
二
－
四
八
五
六

日
　
　
時

場
　
　
所

相
談
員

相
談
内
容

問
合
先

平
成
八
年
五
月
二
八
日
（
火
）
午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

都
留
市
文
化
会
館
　
三
Ｆ

調
停
委
員
・
司
法
委
員
・
参
与
員

◇
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

◇
土
地
・
建
物
な
ど
の
貸
し
借
り

◇
貸
金
・
約
束
手
形
金
の
取
り
立
て

◇
扶
養
・
離
婚
・
相
続
問
題
　
等
（
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
）

都
留
簡
易
裁
判
所
内

都
留
地
区
調
停
協
会

　
電
語
〇
五
五
四
－
四
一
一
丁
二
一
八
五



お知らせ

第
二
十
五
回

「
冨
士
北
竈
・
東
部
地
区

　
　
　
こ
ど
も
祭
り
」
朋
催

　
児
童
福
祉
週
間
の
行
事
の
一
環
と

し
て
、
第
二
十
五
回
「
富
士
北
麓
・

東
部
地
区
こ
ど
も
祭
り
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　
子
供
た
ち
が
異
世
代
の
人
、
障
害

者
、
そ
し
て
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
人
間
や
白
然
を
理
解
し
、
仲
間

意
識
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▽
目
時
　
五
月
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
－
午
後
三
時

　
　
　
　
　
〔
雨
天
の
場
合
は
五
月

　
　
　
　
　
　
二
十
六
目
（
日
）
〕

▽
場
　
所
猿
橋
公
園

▽
内
　
容

　
・
お
祭
り
広
場

　
・
遊
び
の
広
場
（
ク
ラ
フ
ト
細
工
、

　
　
牛
乳
パ
ッ
ク
ハ
ガ
キ
づ
く
り
、

　
　
凧
づ
く
り
な
ど
〕

　
・
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
＾
ポ
ッ
プ

　
　
コ
ー
ン
、
綿
菓
子
、
ヨ
ー
ヨ
ー

　
　
釣
り
な
ど
）

　
・
観
賞
コ
ー
ナ
ー
（
大
型
紙
芝
居
、

手
品
な
ど
）

・
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

（
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
〕

◎
　
第
五
十
回
記
念
「
児
童
福
祉
週

間
」
の
標
語
と
し
て
、
全
国
募
集
し

た
中
か
ら
、
児
童
福
祉
関
係
者
、
主

婦
・
青
少
年
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
人
、

学
識
経
験
者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
等

か
ら
な
る
選
定
委
員
に
よ
る
投
票
に

よ
り
、
次
の
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

『
こ
ど
も
の
眼
　
こ
ど
も
の
心

　
　
　
　
　
　
見
て
ま
す
か
？
』

橋
本
あ
け
み
　
さ
ん

　
　
（
滋
賀
県
高
月
町
〕
の
作
晶

おはしらの でてまつ な出
答皆てなごそき」してりすひ ｏ 五

こ

えさいんみれまとたいまとと
んるで問としかしるしき昔
雛鴻ダ∴きま叩

さ問」ｒ深の　ま缶ろね約比
にっ 何刻も　ざやも 。束べ

。’ てが化 ’　まび最収事る
１？どしい　なん近集 ・と
周　うてま　ルはで目っ ’

そ冒 月 み
ん
み
は
問
１
＝
国
深
つ
刻
て
な

‘■
減

一十 量

日 化

｛ 推
↓’、

違

１分はがてご
月 週

１そ深い ’

答れ刻る日 ル別増決多み の 五 間

でで化か本 がしえまくを ？ 目

「すぺての人々に人聞のｏ螂を　　＼

　　　一 Ｄ１ＧＮｌＴＹ１＝◎Ｒ　ＡＬＬ一

ヒューマ＝ティキャンペーンやまなし切

「５月は赤十字運動月間」 ・「５月８日は世界赤十

字デー」です
。

赤十字は皆様から寄せられた事業資金（社費）に

より世界で人命尊重の活動を行っています
。

　皆様の御協力をお願いします
。

　　　＾ ．　 ．　　　日本赤十字社西桂分区

・
１
　
１

■

　
　
日
本
で
は
い
ま
、
ど
の
く
ら
い

回　　
ご
み
が
増
え
て
い
る
の
？

　
　
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
出
る
ご

囚　　
み
の
こ
と
を
、
「
一
般
廃
棄
物
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
一
般
廃
棄

物
が
、
年
聞
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る

の
か
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
四
隼
で
約
五
千
二
十
万
ト

ン
。
東
京
ド
ー
ム
の
約
百
三
十
五
杯

分
に
相
当
す
る
量
で
す
。
こ
の
数
字

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
五
年
前
の
昭

和
六
十
二
年
と
比
べ
る
と
ド
ー
ム
約

十
杯
分
も
増
え
て
い
る
と
い
う
か
ら

驚
き
で
す
。

　
ご
み
が
増
え
た
原
因
は
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
た
こ
と

を
抜
き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。
使
い
捨

て
商
品
の
普
及
、
耐
久
消
費
財
の
買

い
替
え
サ
イ
ク
ル
が
短
く
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
の
Ｏ
Ａ
化
に

伴
う
紙
ご
み
の
増
加
な
ど
も
原
因
の

一
つ
で
す
。

回　
　
ご
み
が
い
く
ら
増
え
よ
う
が
処

　
　
分
す
れ
ば
い
い
じ
や
な
い
？

　
　
そ
の
”
処
分
。
に
間
題
が
あ
る

○　　
の
で
す
。
処
分
の
仕
方
に
は
、

主
に
「
焼
却
」
と
「
埋
め
立
て
」
が

あ
る
の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
焼
却
場
の
処
理
能
力
は

ど
こ
も
お
手
上
げ
状
態
で
、
本
来
、

燃
や
す
べ
き
ご
み
も
埋
め
立
て
に
回

し
て
い
る
始
末
。
一
方
の
埋
め
立
て

も
、
埋
め
立
て
地
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
が
全
国
平
均
で
八
・
二
年
と
と
て

も
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
焼
却

場
も
埋
め
立
て
地
も
、
こ
れ
以
上
増

や
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
も
つ
け
加

え
て
お
き
ま
す
。

　
　
ど
う
す
れ
ば
ご
み
問
題
は
解
決

回　　
す
る
の
？

　
　
こ
み
を
減
ら
す
し
か
あ
り
ま
せ

○　　
ん
。
具
体
的
に
は
、
ご
み
そ
の

も
の
を
減
ら
す
方
法
と
、
ご
み
の
中

か
ら
再
生
で
き
る
も
の
を
リ
サ
イ
ク

ル
に
回
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
前
者
は
、
包
装
が
省
か
れ
て
い
る

も
の
や
詰
め
替
え
可
能
な
も
の
な

ど
、
極
力
ご
み
の
出
な
い
商
品
を
選

択
し
て
い
く
こ
と
が
肝
心
。
ま
た
、

ご
み
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
前
に
、

ほ
か
の
何
か
に
利
用
で
き
な
い
か
を

考
え
、
実
行
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

い
わ
ば
・
家
庭
内
リ
サ
イ
ク
ル
・
で

す
ね
。

　
後
者
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
。
一
つ
の
例
が
、

分
別
収
集
へ
の
協
力
で
、
あ
な
た
が

分
け
て
出
し
た
缶
や
び
ん
な
ど
は
、

実
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
平
成
七
年
に
成
立
し
た

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
で
も
、

市
町
村
・
事
業
者
の
役
割
と
と
も

に
、
消
費
者
の
役
割
と
し
て
”
分
別

収
集
へ
の
協
力
・
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
そ
う
、
ご
み
の
減
量
化
の
主

役
は
あ
な
た
な
の
で
す
。



１０

西
桂
町
営
住
宅
入
届
者

募
集
に
つ
い
て

　
現
在
、
町
営
住
宅
に
下
記
の
と
お

り
若
干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

表
－
ー
の
入
居
資
格
収
入
基
準
を
満

た
し
て
お
り
、
入
居
希
望
の
あ
る
方

は
振
興
課
住
宅
係
ま
で
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

家貨
１９ ，０００円

３０ ，０００円

３１， Ｏ００円

３２ ，Ｏ００円

３３ ，ＯＯＯ円

３４ ，９００円

３６ ，０００円

募集戸数

２戸

１戸

２戸

１戸

１戸

１戸

１戸

９戸

　募集団地名

入田団地１号棟
浅間団地１号棟
浅悶団地２号棟
中野団地１号棟
中野団地２号棟
月夜ノ平団地１号棟

月夜ノ平団地２号棟

　　　計

　　　　　　　　　　　　　　公’営住宅入居資格収入基準
表一１　入居者基準（給与所得者の場合）　　　　　　　　　　　　　　　　　年収（ 〕内は月収　単位：円

区 扶 養 親 族
収入基準

（標準世帯）

分 ○人 １　人 ２人 ３　人 ４人 ５　人 ６人

第
二

１１ ，５００ ２， ２３１ ，９９９ ２， ７３１ ，９９９ ３，２３１，９９９ ３， ７１５，９９９ ４， １５１，９９９ ４，５８７，９９９ ５， ０２７，９９９

種 以下 （１８５，９９９〕 （２２７，６６６） （２６９，３３３） （３０９，６６６） （３４５，９９９〕 （３８２，３３３〕 （４１８，９９９）

や
ま
な
し
青
年
海
外

セ
ミ
ナ
ー
派
遺
団
員
募
集

　
県
で
は
、
地
域
の
青
年
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
と
と
も
に
国
際
交
流
の

推
進
を
目
的
と
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
現
地
青
年
と
の
共
同
作
業
な
ど
幅

広
い
交
流
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、

次
の
三
コ
ー
ス
の
派
遣
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
中
国
・
韓
国
コ
ー
ス
一
十
一
一
一
日
間
一

　
・
派
遣
期
間

　
八
月
二
十
二
日
（
木
）
ｉ
九
月
三
日
（
火
）

　
・
募
集
人
員
　
二
十
人

▽
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
＾
十
一
一
百
間
〕

　
・
派
遣
期
問

　
八
月
二
十
一
一
目
一
木
）
；
九
月
三
日
（
火
）

・
募
集
人
員
　
十
二
人

▽
タ
イ
コ
ー
ス
＾
九
日
間
〕

　
・
派
遣
期
間

　
八
月
二
十
四
日
一
土
）
－
九
月
一
日
（
日
）

　
・
募
集
人
員
　
十
二
人

▽
応
募
資
格
　
県
内
在
住
で
四
月
一

　
目
現
在
十
八
歳
；
四
十
歳
の
人

▽
申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
記
入

　
の
う
え
、
西
桂
町
教
育
委
員
会
に

　
提
出

▽
申
込
期
間

　
　
四
月
二
十
二
日
（
月
）

　
　
　
　
　
－
五
月
二
十
一
日
（
火
）

※
ま
た
、
同
セ
ミ
ナ
ｉ
に
つ
い
て
町

で
は
参
加
負
担
金
の
半
額
を
補
助
し

ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
（
複
数
応
募
が
あ
っ
た
場

合
は
選
考
試
験
等
を
行
い
ま
す
。
）

「
桂
川
■
１
■
相
模
川
■
一
■
■
■
■
　
一

夢
づ
く
り
大
螂
巳
募
集
一

　
山
梨
県
と
神
奈
川
県
で
は
、
桂

川
・
相
模
川
流
域
の
環
境
を
守
る
た

帥
解
蒔
無
貰
聚
輔

環
と
し
て
、
今
後
の
流
域
環
境
保
全

活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
に
、
例
え
ば

・
清
ら
か
な
川
の
水
を
守
っ
て
い
く

　
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
か

・
豊
か
な
水
を
育
む
た
め
に
森
林
は

　
ど
う
あ
る
べ
き
か

・
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
を
な
く
す
た
め

　
■
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

・
上
流
と
下
流
の
住
民
が
お
互
い
に

　
理
解
し
合
い
、
協
力
し
て
い
く
た

　
め
に
は
何
が
必
要
か
　
な
ど
と
い

　
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
両
県
民
の

　
皆
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

　
ま
す
。

▽
応
募
方
法
　
四
百
字
詰
め
原
稿
用

　
紙
三
枚
以
内
で
、
内
容
を
補
う
イ

　
ラ
ス
ト
＾
Ａ
四
サ
イ
ズ
）
一
枚
ま

　
で
添
付
可
能

▽
応
募
資
格
　
山
梨
県
ま
た
は
神
奈

　
川
県
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
し

　
て
い
る
人

▽
各
　
　
賞

箒
鳩
ダ
十
万
円
相
当
一
副
賞
一

　
優
秀
賞
一
五
万
円
相
当
の
副
賞
一

　
佳
作
二
万
円
相
当
の
副
賞
一

　
【
小
中
学
生
の
部
】

　
夢
づ
く
り
大
賞
一
六
万
円
相
当
の
副
賞
一

　
優
秀
賞
一
三
万
円
相
当
の
副
賞
一

　
佳
作
二
万
円
相
当
の
副
賞
一

▽
締
切
り
　
七
月
十
五
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
＾
当
日
消
印
有
効
）

▽
応
募
・
間
い
合
わ
せ
先

　
　
　
山
梨
県
庁
環
境
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
二
－
三
七
－
一
一
一
一
＾
代
〕

一
〇
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎

一
日
　
程
６
月
１
０
，
１
１
，
１
３
，
１
４
、

一
　
　
Ｈ
・
昔
の
６
日
間

一
時
　
間
午
後
６
時

一
　
　
　
　
　
　
－
午
後
８
時
５
０
分

一
定
　
員
２
０
人

一
　
　
　
　
受
講
料
　
２
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

一
〇
人
の
扱
い
方
（
管
理
監
督
者
課
程
）

一
日
程
６
月
２
４
，
２
５
，
２
６
，
２
７
、

一
　
　
　
２
８
日

一
時
　
間
午
後
６
時

■
．
　
　
　
　
　
　
：
午
後
８
時
ま
で

一
定
　
員
ｍ
人

一
　
　
　
　
受
講
料
　
１
，
０
Ｃ
Ｏ
円

－
．
受
付
期
間
　
各
講
座
と
も
開
講
目
の

－
・
　
７
日
前
ま
で
、
但
し
定
員
に
な
れ

．
・
　
ば
締
切
り
ま
す
。

一
問
合
せ
　
県
立
都
留
能
力
開
発
セ

ー　
　
ン
タ
ー

－

一
電
話
。
。
。
。
蔓
§
。
。

・
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
４
（
４
３
〕
８
９
１
２

－
■

一
」
」
．
襯
生
憂
一

■
一
家
屋
営
繕
料

■

一
　
　
定
員
１
０
人
　
建
築
用
電
動
工

一
　
具
、
大
工
道
具
等
の
使
用
法
と
手

一
　
入
れ
、
建
築
に
お
け
る
基
礎
的
な

一
　
造
作
材
の
加
工
や
取
付
け
、
建
築

．

一
　
施
工
作
業
、
修
繕
・
営
繕
作
業
、

■

一
　
そ
の
他
　
訓
練

一
期
　
間
　
６
か
月
間



お知らせ

　
　
　
カ
メ
ラ
入
門
　
　
　
女
牲
プ
ラ
ン
学
習
房
座

　
カ
メ
ラ
を
基
礎
か
ら
勉
強
し
て
み
　
男
女
の
調
和
の
と
れ
た
社
会
づ
く
り

ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

講
　
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
回

　
動
物
写
真
集
　
中
川
雄
三
さ
ん
　
　
「
女
性
ブ
ラ
ン
策
定
の
背
景
と
現
状
」

内
　
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
師

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
カ
メ
ラ
の
　
　
山
梨
大
学
教
育
部
教
授

　
基
礎
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
　
道
子
さ
ん

場
　
所
　
富
士
女
性
セ
ン
タ
ｉ
　
　
　
第
二
回

期
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
六
日
（
木
）

　
第
一
回
五
月
十
九
日
＾
日
）
　
　
「
櫛
形
女
性
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」

　
第
二
回
　
五
月
二
十
六
日
（
日
）
　
講
　
師
櫛
形
町
役
場
企
画
課
係
長

　
第
三
回
　
六
月
一
日
王
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
野
多
恵
子
さ
ん

定
　
員
　
女
性
二
十
名
　
　
　
　
　
　
「
河
口
湖
町
女
性
プ
ラ
ン
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
」

　
　
広
鞭
委
－
貝
蔓
冊
隻
＾
　
　
　
講
　
師
　
山
梨
女
性
い
き
い
き
ア
ド

　
富
士
女
性
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
紹
　
バ
イ
ザ
ー
　
　
望
月
　
幸
子
さ
ん

介
や
関
係
団
体
等
の
み
な
さ
ん
の
活
　
第
一
一
一
回

動
の
様
子
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
　
六
月
十
三
日
（
木
）

情
報
紙
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
　
　
「
女
性
プ
ラ
ン
の
推
進
に
向
け
て
」

　
●
人
数
六
名
　
　
　
助
一
一
一
冒
者

　
●
発
刊
毎
三
－
四
回
程
度
出
席
で
　
山
梨
女
性
い
き
い
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
き
る
方
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
村
　
リ
エ
さ
ん

　
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
で
き
る
方
。
　
甲
府
市
役
所
青
年
女
性
課
課
長

　
●
年
齢
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
　
興
吉
さ
ん

　
●
締
　
切
　
五
月
三
十
一
日
（
金
〕
　
山
梨
女
性
い
き
い
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
井
つ
る
子
さ
ん

　
　
一
・
お
聞
・
い
合
わ
せ
先
■

　
　
　
　
　
山
梨
県
立
臼
土
女
性
セ
ン
ダ
■

　
　
　
　
　
都
留
市
中
央
盲
丁
九
－
三

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
〇
五
爵
－
豊
一
妄
委
一
・

　
　
　
　
．
．
．
担
当
．
俗
本
・
畿
木
．

交
通
事
故
の
ご
相
談
暦

　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
人
が
ひ
と

り
で
苦
悩
し
て
い
た
り
、
悪
質
示
談

屋
等
に
振
り
回
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん

か
。　

甲
府
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
賠
責
保
険
・
任
意
保

険
は
も
と
よ
り
、
損
害
賠
償
額
の
算

定
、
事
故
解
決
、
示
談
等
事
故
に
関

わ
る
諸
般
に
つ
い
て
無
料
相
談
を
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
日
　
月
曜
か
ら
金
曜

　
　
　
　
午
前
九
時
半
－
十
二
時

▲
一
対
薯

　
　
　
午
後
一
時
：
四
時
四
十
分

　
　
　
　
（
祝
祭
日
を
除
く
〕

　
◎
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

　
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
◎
弁
護
士
相
談
日

　
　
　
毎
月
第
三
木
曜
日

　
　
　
午
後
一
時
－
四
時

電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
〇
五
五
二
－
二
八
ｉ
八
三
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

甲府自動草保陰請求センター

　（住友生命山梨ビル３階）

甲府駅
至松本 至新宿

Ｎ

俸雄叙
鵬印事１

０

平
和

富士銀行●
通

●市役所
岡島

り デパート■

の車［
●甲府 での案

警察署 ’場内
ご合図
了は］

●地方
承註
下章

裁判署 さ場
いが
。あ

り

ま
せ

ん

老
人
保
健
施
設

「
自
樺
荘
」
開
設
．
一

　
社
会
福
祉
法
人
幸
樹
会
で
は
、
富

士
北
麓
で
唯
一
の
老
人
保
健
施
設

「
白
樺
荘
」
の
建
設
を
進
め
、
四
月

三
日
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
七
十
歳
以
上
で
老

人
保
健
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

る
方
、
ま
た
は
六
十
五
歳
以
上
で
重

度
障
害
者
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
方

で
、
病
状
が
安
定
し
入
院
し
て
治
療

す
る
必
要
は
な
い
が
、
医
師
の
医
学

的
管
理
の
も
と
で
看
護
、
介
護
、
リ

ハ
ビ
リ
等
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　
入
所
定
員
は
百
名
（
内
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
六
名
）
、
ま
た
通
所
サ
ー
ビ

ス
＾
十
五
名
）
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
せ
　
社
会
福
祉
法
人
幸
樹
会

　
　
　
　
　
吾
二
四
－
四
二
一
一



皿

敗

麦入Ｄ１；三んむ

１人分１３０キロカロリー／食物竈雛■（１人分）１ ．１ｇ

●材料（５人分）

　特選米粒麦

白玉粉

きな粉

砂糖

青のり

４０９

８０ｇ

適宜

２０ｇ

１５ｇ

少々

方
榊
破
舶
品
眺

●

麦はミキサー等で粉にしておく
。

白玉粉と○を合わせ、水を少しずつ加えて耳たぶ

らいのかたさに練り 、２Ｃ個に丸める
。

０を熱湯で茄で、水に取る
。

きな粉と砂糖を合わせ、水気を切 った　にまぶす
。

串に刺してもよい 。（青のりと二色にするときれ

いです）　　　　　　 ＾（（

　
日
の
光
初
夏
傾
け
て
照
り
わ

　
た
る
　
　
　
　
横
光
利
一

　
初
夏
の
み
ち
ぬ
れ
そ
む
雨
に

　
桑
車
　
　
　
　
飯
田
蛇
笏

　
新
緑
、
青
い
空
、
さ
わ
や
か
な

風
　
　
初
夏
は
、
心
が
弾
む
季
節
で

す
。
旧
暦
で
は
、
夏
と
い
う
の
は
、

立
夏
（
新
暦
の
五
月
六
日
こ
ろ
）
か

ら
立
秋
（
新
暦
の
八
月
八
日
こ
ろ
）

ま
で
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
さ
ら
に
初

夏
、
申
夏
、
晩
夏
の
，
一
一
一
夏
一
に
分

け
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
初
夏
と
い
う
一
一
一
目
葉
は
よ
く
使
い
ま

す
が
、
中
夏
や
晩
夏
は
耳
慣
れ
な
い

言
葉
で
す
ね
。

　
初
夏
は
、
暦
の
う
え
で
は
現
在
の

五
月
六
日
こ
ろ
か
ら
と
い
え
る
で
し

な
い
で
し
ょ
う
か
。

期
を
表
す
言
葉
に
、

過
ぎ
て
夏
に
入
っ
て
も
、

趣
が
残
っ
て
い
る
こ
と
）
、

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

よ
う
が
、
実
際
の
感
覚
か

ら
い
う
と
も
う
少
し
遅
い

と
い
え
ま
す
。
暖
か
い
地

方
で
は
五
月
申
旬
こ
ろ
か

ら
六
月
中
旬
、
北
の
地
方

で
は
六
月
下
旬
こ
ろ
ま
で

を
初
夏
と
感
じ
る
の
で
は

　
　
　
　
初
夏
と
同
じ
時

　
　
　
　
余
春
（
立
夏
を

　
　
　
　
　
　
ま
だ
春
の

　
　
　
　
　
　
　
夏
め
く

　
若
夏
と
い
う
一
一
一
目
葉
を
こ
存
じ
で
す

か
。
沖
縄
地
方
で
四
壬
五
月
の
季
節

を
表
す
言
葉
で
す
。
沖
縄
の
本
±
復

帰
の
後
、
初
め
て
の
国
体
の
名
称
が

「
若
草
国
体
」
で
し
た
。
沖
縄
で
は
、
初

夏
の
こ
と
を
方
一
一
一
目
で
．
う
り
ず
ん
一
と

い
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
若
夏
と
も
表

現
し
ま
す
。
そ
の
±
地
の
季
節
感
に

あ
っ
た
表
現
も
い
い
も
の
で
す
ね
。

　
さ
わ
や
か
な
季
節
で
も
戸
外
に
出

ら
れ
ず
病
床
に
あ
る
方
や
、
外
出
に

は
介
助
が
必
要
な
方
も
い
ま
す
。
五

月
十
二
日
は
「
看
護
の
日
」
、
こ
の

日
を
中
心
と
し
た
一
週
問
は
「
看
護

週
問
」
で
す
。
こ
の
日
を
機
会
に
、

看
護
の
大
切
さ
を
考
え
た
い
も
の
で

す
ね
。

を
ど
こ
に
置
い
て
お

す
ぐ
、
消
防
機
関
な
ど
を
頼
り
に
し

ま
す
。
し
か
し
、
地
震
が
起
き
火
災

が
多
発
し
、
家
屋
や
ビ
ル
の
倒
壊
に

よ
り
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
よ
う
な
状

況
で
は
、
消
防
機
関
な
ど
に
す
べ
て

を
期
待
す
る
ほ
う
が
無
理
と
い

う
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
■
に

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
初
期
消
＾

火
は
も
ち
ろ
ん
・
隣
近
所
へ
の
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用

延
焼
火
災
を
防
ぐ
の
も
自
分
た
火

ち
で
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
消

ん
。
　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
“

る
」
、
こ
れ
は
、
自
主
防
災
の
を

基
本
的
な
考
兄
方
で
す
。
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
こ
こ
で
は
、
初
期
の
火
災
の
　
の

消
火
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
　
囲

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
周

　
ス
ト
ー
ブ
火
災
や
天
ぷ
ら
油

火
災
に
は
、
濡
れ
布
を
使
う
消
火
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
さ
な
火
で
あ
れ
ば
、
キ

ャ
ベ
ツ
の
よ
う
な
大
き
な
野
菜
の
葉

を
押
し
つ
け
た
り
、
布
に
包
ん
だ
豆

腐
で
た
た
き
消
し
た
り
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
身
の
回
り
に

は
、
工
夫
次
第
で
、
消
火
用
具
。
の

代
わ
り
に
な
る
も
の
が
案
外
た
く
さ

ん
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ん
な

く
か
を
、
ふ
だ
ん
か
ら
考
え
て
お
き

ま
し
よ
う
ｏ

　
水
道
水
が
断
水
な
ど
で
使
え
な
い

場
合
は
、
貯
水
槽
や
浴
槽
、
ピ
ル
内

の
室
内
消
火
栓
、
あ
る
い
は
河
川
な

ど
身
の
回
り
の
水
を
使
っ
て
消
火
に

当
た
り
ま
す
。
一
番
手
っ
取
り
早
い

消
火
方
法
が
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ｉ
で
す
。

火
が
大
き
い
う
ち
は
バ
ケ
ツ
を
何
杯

か
貯
め
て
一
斉
に
か
け
、
あ
る
程
度

火
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
ら
一
杯
ず

つ
、
リ
レ
ー
で
回
し
て
消
火
す
る
の

が
上
手
な
消
し
方
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
複
数
で
消
火
に
当
た

る
と
き
に
大
切
な
の
は
、
効
率
よ
く

作
業
を
行
う
た
め
の
具
体
的
な
指
示

で
す
。
近
所
の
人
や
通
行
人
な
ど
だ

れ
に
で
も
大
き
な
声
で
協
力
を
呼
び

か
け
、
的
確
な
指
示
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、
消
火
に
当
た
る
人
、
一
人
一

人
が
「
自
分
た
ち
で
消
す
ん
だ
」
と

い
う
意
識
を
も
つ
こ
と
も
大
事
な
こ

藷
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
伐

　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
．
．
．
．
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
■
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ク
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帽

西
桂
小
・

中
学
校
教
貝
異
動

　
四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
、
人

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
転
出
の

先
生
に
は
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
〕

◎
西
桂
小
学
校

　
（
出
）
旧
任
地
　
　
　
　
新
任
地

西
桂
小
教
頭
　
川
村
　
重
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
西
桂
中
教
頭

　
同
教
諭
雨
宮
芳
夫

　
　
　
　
　
　
　
県
教
委
事
務
局

　
（
入
）
新
任
地
　
　
　
旧
任
地

西
桂
小
教
頭
　
川
村
奇
子
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
船
津
小
教
頭

　
同
教
諭
宮
川
佳
也

　
　
　
　
　
　
都
留
第
一
中
教
諭

◎
西
桂
中
学
校

　
（
出
）
旧
任
地
　
　
　
新
任
地

西
桂
中
教
頭
　
藤
森
　
利
光

書

　
こ
の
た
び
、
富
士
五
湖
明
る
い
社

会
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
よ
り
、

小
学
校
の
新
入
学
児
童
に
交
通
安
全

の
た
め
の
黄
色
い
帽
子
六
十
六
個
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
善
意
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
月
六
日
発
生
の
山
梨
県
東
部
地

震
の
際
に
、
富
士
ピ
ュ
ア
株
式
会
社

よ
り
町
ヘ
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ｉ
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
寄
附
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
同
社
へ
町
長
よ
り

　
　
　
　
　
谷
村
第
二
小
教
頭

同
教
諭
渡
辺
　
　
章

　
　
　
　
　
　
甲
府
南
中
教
諭

同
教
諭
丹
澤
美
樹

　
　
　
　
　
　
　
松
里
中
教
諭

同
　
教
諭
　
向
山
　
初
音

　
　
無
給
休
暇
（
在
外
付
随
）

　
　
　
　
　
　
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）

＾
入
）
新
任
地
　
　
　
旧
任
地

西
桂
中
教
頭
　
川
村
　
重
樹

　
　
　
　
　
　
　
西
桂
小
教
頭

同
教
諭

同
教
諭

同
　
教
諭

渡
辺
英
一

　
　
明
見
中
教
諭

渡
辺
　
菊
美

　
　
若
草
中
教
諭

相
澤
ま
す
み

　
都
留
第
二
中
教
諭

意

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

役
．
場
・
職
員
異
■
動

配
置
換

　
振
興
課
建
設
係
（
総
務
課
総
務
係
）

　
　
　
永
田
留
美
子

　
住
民
課
厚
生
係

　
　
＾
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
）

　
　
　
佐
藤
誠
一

　
住
民
課
環
境
衛
生
係

　
　
＾
振
興
課
建
設
係
）

　
　
　
滝
沢
千
賀
子

出
　
　
向

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　
（
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
）

　
　
　
小
川
　
　
健

派
　
　
遺

　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合

　
（
住
民
課
厚
生
係
）

　
　
　
権
守
　
貞
則

退
　
　
職

　
　
　
井
上
た
ね
子
＾
保
育
所
）

臨
時
職
貝

配
置
換

　
保
育
所
調
理
員

　
（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

　
　
　
武
藤
玲
子

採
　
　
用

　
グ
リ
ｉ
ン
セ
ン
タ
ー
用
務
員

　
　
　
渡
辺
光
保

　　　ノ　　｝　　：
　士
；

今年も新緑の三ツ峠の自然を満喫しながら 、ご家族

そろ って春の１日を楽しく過ごしましょう
。

５月２６日（日）午前８時集合

　　　　　　　　　　（雨天中止）

三ツ峠駅前（コース途中参加も可）

時

集合場所

三ツ峠駅前→三ツ峠グリーンセンター→

憩いの森→だるま石→八十八大師→頂上

→三ツ．峠グリーンセンター

コース

参加費　無　料
特典参加記念品のプレゼント 、豚汁サービ

　　　　　ス 、湯茶サービス

問い合わせ西桂町役場総務課

　４月１日｛月〕よＯテニスコート 、パ ーベキュー場の

閻利用を再開しました
出
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蕪予約について硅 、１週間前にお願いします
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奈峻亜１優１和事 、穂１友嚇明榊等
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々吐 保１ｉ 紗… 呑か 昔出　「 芙巧 歩岨 矢や 香か 菜吐
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